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ＭＹＪはん！約束は守りなはれや


組合員３人の月給制転換の労使確認さえ反故に





明治安田スタッフサービス関連会社





　派遣法違反の是正措置として、昨年６月17日に派遣先のＭＹＪ（明治安田生命関連会社）へ職場復帰した３名の組合員は、９月１日の団体交渉で、2012年３月末の次回契約更新時には、「体調をこわして年休を使いきり、欠勤までになってしまうというような特段の事情でもないかぎり、月給制契約社員への登用」を会社から約束されていました。ところが、２月17日に行われた個人面談で、そのような特段の事情が一切発生していないにもかかわらず、会社は、２名の組合員に対して月給制契約社員への登用を拒絶するという通告を行なってきました。労働組合との約束を一方的に踏みにじり、長きにわたる派遣法違反の是正措置であるという、この間の経過さえ無視する会社側のやり方に、金融ユニオンは、２月21日に緊急の団体交渉を求めて会社側の信義則違反を厳しく追及しました。また、長期にわたる時給制契約から月給制契約への登用を求めた新加入の３人の個人面談でも、会社は





「過去からこつこつとやってきた人」「短期間でも頑張っている人」を登用することにしたなどと、これまでの団体交渉で何ら示されなかった、不明確な基準を持ち出して、２人の組合員が登用を一方的に拒否されました。


登用拒否を通告された両組合員からは「とても納得できるような説明ではなかった」「こちらからの疑問に何にも答えてもらえなかった」などと、不誠実な面談に怒りが寄せられています。


　時給制契約は、あくまで「短時間勤務を希望する人のためのもの」であり、「短時間勤務を希望しない労働者」に対して長期にわたり、明確な登用基準さえ示せない時給制契約を強いることは不当なものです。


組合は今回の決定について、異議申立を行い、本人及び組合に対して、ただちに明確な基準を示し、月給制への登用を再検討するよう申し入れ、徹底抗戦の構えです。              （金融ユニオン近畿支部）





パワハラ・いじめ・嫌がらせ予防・解決に向けて


厚生労働省ＷＧが報告書を公表








　近年、職場のいじめ・嫌がらせ、パワーハラスメントの社会問題化を踏まえ、厚生労働省のワーキンググループも、2012年1月30日に報告書を公表しました。


報告書は、パワハラ問題の重要性について「私たちは時として他者の痛みについては鈍感であるが、もし自分や自分の家族が、いじめ・嫌がらせ、パワーハラスメントを受けたらどう感じるかを想像することでこの問題の重要性が理解できよう」と述べています。　


企業として、たとえ「いじめ・嫌がらせ」「パワハラ」に加担していなくても、これを放置すると、裁判で使用者としての責任（不法行為責任や安全配慮義務違反）に問われることになります。


報告書では職場のパワハラの行為類型（もちろん、これ以外の行為が問題ないという事ではない）として次のようなものをあげています。


●いかなる場合でも「業務の適正な範囲」には含まれないもの


①暴行・傷害（身体的な攻撃）


●原則として「業務の適正な範囲」を超えると考えら





れるもの


②脅迫・名誉毀損・侮辱・ひどい暴言（精神的な攻撃） 


③隔離・仲間外し・無視（人間関係からの切り離し）


●各企業・職場で、「業務の適正な範囲」を明確にすることが望ましいもの


④業務上明らかに不要なことや遂行不可能なことの強制、仕事の妨害（過大な要求）


⑤業務上の合理性なく、能力や経験とかけ離れた、程度の低い仕事を命じることや仕事を与えないこと（過小な要求）


⑥私的なことに過度に立ち入ること（個の侵害）


などと例示しています。


　住友信託銀行の研修資料では、「この程度のことは、相手も許容するだろうという


勝手な憶測をしないこと」


などと勝手な思い込みに


注意喚起を行なってい


るようですが、実態は・


・・・・











